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にて調製したメソポーラスシリカ担持触媒の中で最も高活性であった Rh/6MG は市販の Rh 触媒と比較して約
10倍の活性が得られることがわかり，金属使用量削減によるグリーケミストリーへの貢献の可能性を示すことが
できた．続いて，Rh粒子径，細孔構造が触媒活性に及ぼす影響を検討し，Rh高分散であるほど活性が高く，ま
た小細孔径触媒では細孔内の Rhが有効活用されていない可能性が示された．このことから，本反応系における
最適な細孔径，細孔構造を明らかにし，かつRh高分散な触媒を調製することが重要であると考える． 
第 7章は総括である．第 3～6章の検討から，担持の操作条件や焼成の条件の最適化によって任意の金属担持
量を持つ高分散触媒の調製が可能であることがわかり，調製法の指針を獲得することができた．また，触媒活性
試験から，適切な細孔径を持つ高分散触媒の設計が重要となることがわかり，超臨界法はその目的を達成する上
で有効な手法であることを示すことができた． 
 
